














































 大学初年次の学習者（日本人・留学生）の書いた 2000 字〜4000 字のレポートを対象とした。
対象となったレポートは、日本人学生延べ 240 名分、留学生延べ 70 名分である。 
 
（２） 調査・分析方法 
 研究代表者・分担者および協力者の３名（日本語教育歴 20 年以上）で、学生のレポートを、①
内容・引用ともに優れているもの、②内容は適切だが、引用が不適切・不十分だと思われるもの、































 研究成果の一部は、以下の学会・研究会で公表した。また、⑤第 48 回日本語教育方法研究会に
おいては、「第９回日本語教育方法研究会奨励賞」を受賞した。 
① バリ日本語教育国際研究大会ポスター発表「アカデミックライティングにおける不適切な引
用文の分析と課題」（於インドネシア・バリ，2016年 9月 10日） 
② 「アカデミックライティングにおける不適切な引用文の分析と課題」『2016年日本語教育国際
研究大会予稿集』（電子版） 
③ 第 47 回日本語教育方法研究会 口頭発表・ポスター発表「アカデミック・ライティングにお
ける引用指導の課題」（於日本学生支援機構東京日本語教育センター，2016 年 9 月 24 日） 
④ 「アカデミック・ライティングにおける引用指導の課題」『日本語教育方法研究会誌』23(1), 
pp.8-9 
⑤ 第 48 回日本語教育方法研究会 口頭発表・ポスター発表「大学初年次のレポート作成指導で
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